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みんなの思いを込めてみんなの思いを込めて
新中央公民館起工式（2/26）新中央公民館起工式（2/26）

新中央公民館イメージ図新中央公民館イメージ図

設計者のみなさん設計者のみなさん
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認定こども園が開園認定こども園が開園認定こども園が開園新中央公民館 年度内完成へ新中央公民館 年度内完成へ
一般会計48億6300万円一般会計48億6300万円一般会計48億6300万円 前年比72００万円減（1．5％減）前年比72００万円減（1．5％減）前年比72００万円減（1．5％減）
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・繰入金 …………………………… ５億9714万円
・分担金・負担金 ……………………… 6344万円
・使用料・手数料 ……………………… 1723万円
・財産収入 ………………………………… 358万円
・寄付金 …………………………………… 603万円
・繰越金 ………………………………… 4000万円
・諸収入 …………………………… ２億 761万円

教育・子育て・生涯学習

福祉・健康づくり

・小学校費 …………………… １億4452万円
・中学校費 …………………… １億1235万円
・幼稚園費 ………………………… 6268万円
・生涯学習 …………………… ９億2745万円
・総務費 ……………………… １億 605万円

借入金（地方債の新規発行）

３億４４８０万円

防災・行政事務・返済・積立て

・消防防災費 ………………… １億5174万円
・行政事務費 ………………… ５億1362万円
・地方債の返済金 …………… ４億4676万円
・積立金 ……………………………… 577万円
・予備費 ……………………………  4000万円

まちづくり

・児童福祉
　（保育園の運営など）
 　……５億4576万円
・社会福祉
 　……６億4944万円
・健康づくり
 　……１億 109万円

町　税

１７億４８４３万円

その他 自主財源

・住民税（個人）… ３億1640万円 
　　　　（法人）… ２億8502万円
・固定資産税  …  １０億7571万円
・軽自動車税  …………  2610万円
・たばこ税  ……………  4400万円
　　　・・鉱産税  ………… 120万円

地方交付税

８億
　１５００万円

市町村の均衡を
はかるための交付金

国庫支出金

５億１７７４万円

国が使用目的を
　　特定した交付金

地方消費税・
　　自動車取得税等

県税交付金

１億８２５０万円

県支出金

２億９３０７万円

県が使用目的を
　　特定した交付金

・道路橋梁費
　…… ２億 938万円
・河川費 …… 424万円
・都市計画費…２億2003万円
・ごみ対策費…１億7272万円
・農林水産業費 … ３億 103万円
・商工観光費 ………… 5003万円
・議会費 ……………… 7491万円

・施設整備事業債（こども園）
　　　　　　　　　　　　 ……… 2110万円
・公共事業債　（道路など）
　　　　　　　　 …………… １億 690万円
・道路整備事業債 …………………　990万円
・防災減災事業債（Ｊアラート）
　 　　　　　……… 3440万円
・臨時財政対策債
　　　…… ２億 300万円

　　　　区　　分

６. 下水道事業
７. 農業集落排水事業
８. 多賀財産区
９. 大滝財産区
10. 霊仙財産区
11. 水道事業会計

８７３
４４４
▲４
０
０

▲４５７５

予 算 額 前年増減（万円） おもな事業

４億９６５６万円
５８３６万円
１９万円
１２６万円
１７万円

５億５５７１万円

マンホールポンプ長寿命化工事
処理場の維持管理委託
議会費、財産管理
議会費、財産管理
議会費、財産管理
配水管布設替工事

　　　　区　　分

１. 国民健康保険
２. 介護保険事業
３. 後期高齢者医療事業
４. 育英事業
５. 工業団地公共緑地維持管理

予 算 額 前年増減（万円） おもな事業

８億７７８２万円
８億３３７８万円
１億　３９８万円

３９６万円
５２８万円

県への納付金、特定健診
介護給付、介護予防、日常生活支援事業
広域連合への納付金
奨学資金の給付
草刈りなどの維持管理

● 特別会計・企業会計の予算が可決されました。

2議会広報 たが　２０１８年５月3 議会広報 たが　２０１８年５月

▲１億３６０
２６４４
６７３
　３３
　　４

新中央公民館建設予定地

新
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算
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算

自治会活動の充実へ自治会活動の充実へ自治会活動の充実へ

審査結果はＰ4・Ｐ5に掲載

審査結果はＰ6・Ｐ7に掲載

ライトアップライトアップライトアップ

大滝たきのみやこども園大滝たきのみやこども園大滝たきのみやこども園

歳入
自自
主主

財財

源源

依依
存存

財財

源源

55 .2％55 .2％55 .2％44 .8％44 .8％44 .8％

町税
35.935.9％
町税
35.9％
町税
35.9％

使用料及び手数料 0.4％使用料及び手数料 0.4％使用料及び手数料 0.4％

その他 1.0％その他 1.0％その他 1.0％

分担金及び負担金 1.3％分担金及び負担金 1.3％分担金及び負担金 1.3％

諸収入 4.3％諸収入 4.3％諸収入 4.3％
繰入金 12.3％繰入金 12.3％繰入金 12.3％

県税交付金
3.3％
県税交付金
3.3％

地方譲与税
0.9％
地方譲与税
0.9％
地方譲与税
0.9％

地方交付税
16.8％
地方交付税
16.8％
地方交付税
16.8％

国庫支出金
10.6％
国庫支出金
10.6％

県支出金
6.0％
県支出金
6.0％
県支出金
6.0％

歳出

議会費
 1.5％
議会費
 1.5％

土木費土木費
8.98.9％
土木費
8.9％
土木費
8.9％

民生費
24.6％
民生費
24.6％

衛生費
6.9％
衛生費
6.9％

総務費
10.6％
総務費
10.6％

借入金返済
（公債費）
9.2％

借入金返済
（公債費）
9.2％

農林
水産費
6.2％

農林
水産費
6.2％

商工観光費
1.0％
商工観光費
1.0％

消防費
 3.1％
消防費
 3.1％

その他
 0.2％
その他
 0.2％

教育費教育費
27.827.8％
教育費
27.8％
教育費
27.8％

その他
 0.1％
その他
 0.1％
借入金（町債）
7.1％

借入金（町債）
7.1％

借入金（町債）
7.1％
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０
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。

行政事務・防災行政事務・防災行政事務・防災
（行政事務費・消防費）（行政事務費・消防費）（行政事務費・消防費）（行政事務費・消防費）

福祉・健康づくり福祉・健康づくり福祉・健康づくり
（衛生費・民生費）（衛生費・民生費）（衛生費・民生費）（衛生費・民生費）

ま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く り
（商工費・農林水産費・土木費）（商工費・農林水産費・土木費）（商工費・農林水産費・土木費）（商工費・農林水産費・土木費）

教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習
（学校教育費、社会教育費、

　　　　　　　　民生費）

（学校教育費、社会教育費、

　　　　　　　　民生費）

（学校教育費、社会教育費、

　　　　　　　　民生費）

（学校教育費、社会教育費、

　　　　　　　　民生費）

１９４５

１０００

４５

１４８

４６０

２０６７

３６５０

１億１２１８

７０３

５４５

２５０

４６２０

まちづくり活動支援交付金

各区への自治振興交付金

三朝町との交流事業

ふるさと納税の返礼品

福祉バスの運行委託料

愛のりタクシー

コミュニティバス

消防本部委託料

滋賀知事選挙

広報たが印刷費

有線放送補助金

６町クラウド利用料

（万円）おもな予算項目
６３０
５００
５３０
７７０
１２１４
１１５３
１５０
４３２
３００
２５００
３２００
４５０
９８２

２億９３８
３９４９

がんばる商店応援補助金
観光名所ライトアップ事業
観光協会補助
商工会補助
農村まるごと保全対策補助
環境保全型農業交付金
パイプハウス設置補助金
集落獣害対策補助金
青年就農給付金
有害鳥獣駆除業務
林業再生費
高取山ふれあい公園管理委託料
森林環境学習事業（やまのこ）
道路橋梁費
ごみ収集委託料

（万円）おもな予算項目

７億４０２６

３９０

１６００

５０２

６２２８

２５００

７１６９

２１６８

１０００

５４０

１１３３

６８０

７９２

新中央公民館建設関連

小学校防犯カメラ更新

中学生通学バス

中学生海外研修

認定こども園運営費

認定こども園園庭整備

ささゆり保育園運営費

多賀幼稚園運営費

あけぼのパーク光熱水費

図書館資料購入費

石仏谷保存整備工事

町民グランド運営費

スポーツ公園運営費

（万円）おもな予算項目

３３４

４５２

６８０１

１億２７８６

２５

３０９１

６５２５

３０１５

２７４

６５５

６４９

１２０

地域福祉計画の策定委託

配食サービス

国保会計への繰り出し金

介護保険繰り出し金

介護職員初任者研修補助

後期高齢者医療会計

福祉医療

社会福祉協議会補助金

障害児放課後児童クラブ

インフルエンザ予防接種

妊婦健診

不妊治療

（万円）おもな予算項目

がんばる商店がんばる商店

開業したカフェ開業したカフェ

寄贈された「ちかちゃん号」寄贈された「ちかちゃん号」

新中央公民館（イメージ図）新中央公民館（イメージ図）

Ｈ31.３月竣工予定Ｈ31.３月竣工予定

予
算
特
別
委
員
会
 3
　 8

 3
　 9

福祉バス福祉バス

ふるさと楽市にてふるさと楽市にて

三朝町ブース三朝町ブース

災害復旧災害復旧 答問

答 問答 問答 問答 問

答 問

答 問 答 問答問答 問

答問答問

答問答問答問答 問

答 問答 問 答問

答 問答問答問

4議会広報 たが　２０１８年５月５ 議会広報 たが　２０１８年５月

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会



委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

議会広報 たが　２０１８年５月

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
、
歳
出

　

４
億
9
6
5
6
万
円

　
　
　
　
　

の
予
算
審
査

　
　

下
水
道
の
接
続
戸
数
は

　
　

２
１
３
８
件
の
接
続
で

　

普
及
率
は
83
％
で
あ
る
。

　
　

管
網
の
総
距
離
は

　
　

７
万
７
４
０
１
m
で
あ
る
。

　
　

管
渠
清
掃
の
委
託
は

　
　

多
賀
、
猿
木
地
区
の
２

　

㎞
を
委
託
。

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

　

会
計

　

歳
入
、
歳
出

　
　
　

５
８
３
６
万
円

　
　
　
　
　

の
予
算
審
査

　
　

桝
の
設
置
戸
数
と
接
続

　

戸
数
は

　
　

設
置
戸
数
は
１
５
７
戸
、

　

接
続
件
数
は
98
戸
、
６
割

　

強
で
あ
る
。

　
　

事
業
計
画
策
定
業
務
委

　

託
料
は
何
処
に
発
注

　
　

ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

　

い
ろ
ん
な
事
項
も
あ
り
検

　

討
し
て
い
く
。

◎
水
道
事
業
会
計

収
益
的
予
算　

歳
入
・
歳
出

　
　
　

３
億
３
２
５
１
万
円

資
本
的
収
入
予
算

　
　
　
　
　

７
３
０
１
万
円

資
本
的
支
出
予
算

　
　
　

２
億
２
３
２
０
万
円

　
　

使
用
給
水
戸
数
は

　
　

３
０
２
３
戸
で
85
％
。

　

今
後
は
神
田
団
地
を
見
込

　

ん
で
い
る
。

　
　

老
朽
管
更
新
事
業
は

　
　

絵
馬
通
り
、
中
央
公
民

　

館
前
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

土
田
の
新
水
源
地
の
固

　

定
資
産
は

　
　

Ｈ
30
年
度
に
購
入
し
、

　

固
定
資
産
の
増
加
に
な
る
。

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
総
額
に
増
減
無
く
、
項

目
修
正

　
　
　

４
億
９
３
８
２
万
円

繰
越
事
業

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場

　

長
寿
命
化
工
事

　
　
　
　
　

３
９
３
０
万
円

　
　

工
事
の
遅
れ
た
原
因
は

　
　

５
カ
所
予
定
し
て
い
た

　

が
、
発
注
業
者
の
選
定
で

　

遅
れ
た
。

◎
水
道
事
業
会
計

収
益
的
予
算

　
　
　

３
億
２
２
６
６
万
円

資
本
的
収
入
予
算

　
　
　
　
　

９
５
８
５
万
円

資
本
的
支
出
予
算

　
　
　

２
億
４
２
９
７
万
円

　
　

新
水
源
地
は
購
入
済
か

　
　

非
課
税
措
置
の
申
請
に

　

戸
惑
っ
た
た
め
遅
れ
た
が
、

　
　

４
月
完
了
。

大君ケ畑上水場大君ケ畑上水場

安全な水道水を安全な水道水を

マンホールポンプ場マンホールポンプ場

土田地先土田地先

新水源地新水源地

萱原萱原

Ｈ
30
年
度
特
別
会
計
予
算

を
審
査
し
ま
し
た

Ｈ
29
年
度
補
正
予
算
を

審
査
し
ま
し
た

産
業
建
設
常
任
委
員
会

安全・安心の

　まちづくりを

安全・安心の

　まちづくりを

安全・安心の

　まちづくりを

安全・安心の

　まちづくりを

 3
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Ｈ
25
年
度
か
ら
の
取
り

　

組
み
と
今
後
に
つ
い
て

　
　

空
き
家
調
査
は
、
民
間

　

調
査
と
集
落
調
査
に
開
き

　

が
あ
る

　
　

民
間
で
は
外
観
調
査
の

　

み
。
集
落
調
査
は
、
聞
き

　

取
り
調
査
で
あ
っ
た
。

　
　

今
後
は
「
空
き
家
法
」

　

に
の
っ
と
り
進
め
て
い
く
。

　

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
太
陽

　

光
発
電
設
備
等
設
置
、

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
更
新
工
事

　

の
契
約
変
更
に
つ
い
て

　
　

な
ぜ
、
契
約
変
更
が
必

　

要
に
な
っ
た
の
か

　
　

環
境
省
と
会
計
検
査
院

　

の
見
解
に
違
い
が
あ
っ
た
。

　

工
事
を
止
め
て
再
調
整
す

　

る
必
要
が
生
じ
、
調
整
に

　

時
間
を
要
し
た
。

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
増

　

加
は
な
ぜ
か

　
　

設
計
業
者
の
数
量
違
い
。

　
　

設
計
業
者
の
ペ
ナ
ル
テ

　

ィ
を
考
え
て
い
る
。

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査
 2
　9

要
望空

き
家
対
策
事
業

　

介
護
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

介
護
保
険
料
率
の
改
正
、

所
得
段
階
を
12
段
階
へ

　
　

増
額
改
正
の
理
由
は

　
　

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
増
加
、

　

高
齢
化
率
、
認
定
率
の
増

　

加
に
よ
る
。

　
　

増
額
の
一
例
は

　
　

平
均
的
な
所
得
の
第
５

　

段
階
の
方
で
、５
５
０
０

　

円
が
、６
１
０
０
円
に
な
る
。

　

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　

特
別
会
計

　

８
億
７
７
8
2
万
円
。

（
税
率
改
正
後
の
予
算
。
減

額
調
整
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
）

　
　

減
額
調
整
と
は

　
　

特
定
健
診
の
受
診
率
や
、

　

収
納
率
の
高
さ
が
、
医
療

　

費
抑
制
へ
の
努
力
と
み
な

　

さ
れ
る
。

　
　

加
入
者
や
市
町
村
の
努

　

力
に
よ
り
、
交
付
金
が
得

　

ら
れ
、
減
額
要
素
と
な
る
。 　

介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　

特
別
会
計

　

８
億
３
３
７
８
万
円
。

（
介
護
保
険
料
の
改
正
、
被

保
険
者
数
の
増
加
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
増
額
、
地
域
支
援

事
業
の
減
額
）

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増

　

額
の
原
因
は

　
　

施
設
利
用
の
増
加

　
　

第
７
期（
Ｈ
30
〜
Ｈ
32
）

　

の
取
組
み
は

　
　

介
護
離
職
ゼ
ロ
を
目
標

　

に
、
家
族
の
負
担
軽
減
に

　

取
り
組
む
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

特
別
会
計

　

１
億
３
９
８
万
円

　
　

制
度
開
始
後
の
動
向
は

　
　

Ｈ
20
年
か
ら
開
始
。　

　
　

年
々
被
保
険
者
数
は
増

　

加
し
て
い
る
。

　

育
英
事
業

　
　
　
　

特
別
会
計

　

３
９
６
万
円
。（
高
校
生
に

　

７
千
円
。大
学
・
専
門
学
校

　

生
に
１
万
４
千
円
支
給
）

　
　

見
積
り
の
根
拠
は

　
　

中
学
で
の
準
要
保
護
就

　

学
援
助
生
徒
数
か
ら
計
算
。

 　

電
子
申
請
の
利
用

　
　
　
　

に
関
す
る
条
例

　
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定

　
　

条
例
の
目
的
は

　
　

利
便
性
の
向
上
と
、
行

　

政
の
効
率
化
で
あ
る
。

　
　

申
請
で
き
る
手
続
き
は

　
　

妊
娠
、
子
育
て
な
ど
11

　

項
目
の
手
続
き
で
あ
る
。

　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は

　
　

専
用
サ
ー
バ
ー
で
厳
重

　

に
管
理
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険

　
　

税
条
例
の
一
部
改
正

　

保
険
税
率
の
増
額
改
正
。

財
政
運
営
の
主
体
が
県
へ
。

　
　

納
付
金
の
算
定
基
準
は

　
　

均
等
割
、
平
等
割
、
所

　

得
割
の
３
方
式
に
よ
る
基

　

本
額
に
、
減
額
調
整
が
入

　

る
。

条
例
３
件
、新
年
度
予
算

４
件
を
審
査
し
ま
し
た

電子申請
（マイナンバー利用）

の条例を審査

電子申請
（マイナンバー利用）

の条例を審査

電子申請
（マイナンバー利用）

の条例を審査

電子申請
（マイナンバー利用）

の条例を審査

総
務
常
任
委
員
会
 3
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◎
現
状
と
課
題　

 

・
70
年
代
、
役
場
庁
舎
・
学

校
施
設
。90
年
代
、
あ
け
ぼ
の

パ
ー
ク
・
ふ
れ
あ
い
の
郷
が

建
設
さ
れ
、
保
有
施
設
67
施

設
。延
べ
床
面
積
５
１
４
６

７
㎡
。

 

・
住
民
１
人
あ
た
り
6.1
㎡    

　
　
　
（
全
国
平
均
3.6
㎡
）

 

・
築
30
年
以
上
が
全
体
の
49

％
。

　

10
年
後
は
、
60
％
に
な
る
。

 

・
財
政
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
数
値
目
標

 

・
複
合
化
・
統
廃
合
に
よ
り
、

今
後
30
年
の
間
に
延
べ
床
面

積
を
10
〜
15
％
削
減
。

　
【
質
疑
応
答
】

◎
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

体
育
館
の
修
繕
計
画
は

　
　

プ
ー
ル
改
修
も
あ
り
、

　

補
助
金
が
難
し
い
。

◎
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

解
体
予
定
は

　
　

県
補
助
の
関
係
で
、解

　

体
は
で
き
な
い
。

◎
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク

　
　

運
営
方
法
は　

　
　

専
門
的
・
継
続
的
な
活

　

動
の
た
め
、今
後
も
直
営

　

方
式
で
お
こ
な
う
。

◎
新
中
央
公
民
館

　
　

貸
室
の
使
用
料
は

　
　

現
在
、
免
除
さ
れ
て
い

　

る
が
、
減
免
を
検
討
す
る
。

　
　

今
後
も
冷
暖
房
の
使
用

　

に
つ
い
て
は
、
時
間
制
で

　

徴
収
を
検
討
。

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査
 2
　 7

公
共
施
設
の
管
理
計
画
を

調
査
し
ま
し
た

子育てサービスの利用へ子育てサービスの利用へ

電子申請サイト（マイナポータル）電子申請サイト（マイナポータル）

歴史民俗資料館歴史民俗資料館

マンホールポンプ計器盤マンホールポンプ計器盤

農業集落排水処理場農業集落排水処理場

か
ん
き
ょ

　

新
規
建
設
の
抑
制
を
。

計
画
的
な
長
寿
命
化
に

よ
る
維
持
管
理
を
。

答問答問答問答問

答問答問答問

答問 答 問答 問答問

答問答問答問答問

答問答問答問

答 問答 問

答 問 答問 答問

答問答問

答 問答 問答 問
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補
正
予
算
を
審
議

3
月
定
例
議
会

　
　

５
年
に
１
度
の
評
価
替

　

え
は
、
多
賀
町
全
域
に
飛

　

行
機
を
飛
ば
し
て
撮
影
し
、

　

原
図
と
参
照
し
調
査
す
る

　

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

天
候
の
影
響
で
撮
影
時

　

期
が
お
く
れ
た
。

　
　

ま
た
、富
之
尾
の
地
籍

　

調
査
資
料
、山
林
で
の
太

　

陽
光
発
電
設
備
へ
の
取
り

　

組
み
な
ど
予
想
以
上
で
あ

　

っ
た
。今
後
の
対
応
は
し
っ

　

か
り
進
め
た
い
。

　　
　

土
木
２
号
業
者
で
入
札

　

し
た
が
、
す
べ
て
予
算
オ

　

バ
ー
で
あ
っ
た
。

　
　

１
号
業
者
で
再
入
札
し

　

決
定
し
た
。

　　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
（
大
杉
）は
、
10
月
か
ら
の

　

任
命
と
な
っ
た
。

　　
　

私
立
保
育
園
の
処
遇
改

　

善
に
対
応
す
る
た
め
の
シ

　

ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。

　
　

本
町
に
は
現
行
で
は
関

　

係
な
い
が
、
今
後
の
シ
ス

　

テ
ム
改
修
に
備
え
て
お
く

　

必
要
が
あ
る
た
め
。

　
　徴

税
費（
評
価
替
地
目
判
定
）

　
　
　
　
　
　

７
５
５
万
円

道
路
橋
梁
費（
長
寿
命
化
）

　
　
　
　
　

２
４
２
７
万
円

都
市
計
画
費（
絵
馬
通
り
線
）

　
　
　
　
　

２
８
２
６
万
円

社
会
教
育
費（
中
央
公
民
館
）

　
　
　

２
億
５
８
４
４
万
円

農
林
業
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　

５
３
２
万
円

土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　

４
５
７
２
万
円

　
　

Ｈ
23
年
か
ら
始
ま
り
、

　

Ｈ
30
年
度
の
利
息
を
合
計

　

す
る
と
９
億
５
２
８
９
万

　

円
と
な
る
。

　
　

取
り
崩
し
額
は
８
億
６

　

６
８
１
万
円
で
残
額
は
８

　

６
０
９
万
円
で
あ
る
。

補

正

予

算

を

可

決

金額（万円）おもな予算項目　

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
減

　

額
は

　
　

返
礼
品
の
高
級
化
が

　

背
景
に
あ
る
。

　
　

Ｈ
30
年
度
は
、返
礼

　

品
の
種
目
を
根
本
的
に

　

変
え
た
い
。

　
　

本
町
な
ら
で
は
の
商

　

品
開
発
も
考
え
た
い
。

　

 

橋
梁
長
寿
命
化
工
事

　

設
計
委
託
料
は
ど
こ
の    

　

橋
か

　
　

萱
原
の
深
谷
橋
と
久

　

徳
の
大
手
橋
を
行
う
。

　　
　

大
滝
橋
に
つ
い
て
は
、

　

Ｈ
30
年
度
工
事
予
定
で

　

あ
る
。

　
　

今
、な
ぜ
減
債
基
金

　

を
取
り
崩
し
て
公
債
費

　

に
当
て
る
の
か

　
　

町
債（
借
入
金
）が
新
中

　

央
公
民
館
、
多
賀
ス
マ
ー

　

ト
イ
ン
タ
ー
整
備
な
ど
今

　

後
増
加
傾
向
に
な
る
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
期
に
返

　

済
し
て
い
き
た
い
。

ふるさと納税寄付金報償費
臨時福祉金国庫返還金
環境保全型農業直接交付金
農村まるごと事業補助金
農業経営体育成補助金ほか
間伐材等造林補助金
がんばる商店補助金
除雪委託料ほか
橋梁長寿命化設計委託料
大滝橋他橋梁長寿命化工事
絵馬通り側溝改良工事
県営事業負担金
広域消防委託金
新中央公民館建設費委託料
新中央公民館建設費
文化財整備工事費
文化財修理補助金
公債費（借金返済)
新中央公民館建設基金積立金
まちづくり基金積立金
歳入
減債基金から繰入金
町債増加分

▲　４９０
３２０

▲　１３１
▲　１１５
１１８

１２４

▲　３００
１２６９

２４０１

▲　２３８１
▲　２０２０
▲　２３３
▲　３４０
▲　８５９
▲　４０００
▲　５９０
▲　３３３

１億８３９４

２６００

▲　６４２

１億８３９４

２０１０

１
億
２
８
１
０
万
円　

追 

加

　
　
　

総 
額　

5
4
億
８
２
万
円

繰
越
明
許
費
一
覧

【
次
年
度
繰
越
し
事
業
】

主
な
質
疑

林道御池線林道御池線

路肩欠損路肩欠損

繰り越しされた災害復旧繰り越しされた災害復旧

新年度予算を審議新年度予算を審議新年度予算を審議新年度予算を審議

安心して暮らせるまちづくりを安心して暮らせるまちづくりを安心して暮らせるまちづくりを安心して暮らせるまちづくりを

 

制 

定
◎
一
般
会
計

　
　

４
８
億
６
３
０
０
万
円

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
会
計

　
　
　

８
億
７
７
８
２
万
円

・
介
護
保
険
事
業
会
計

　
　
　

８
億
３
３
８
０
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

　
　
　

１
億　

３
９
８
万
円

・
育
英
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　

３
９
６
万
円

・
多
賀
財
産
区
管
理
会
会
計

　
　
　
　
　
　
　

１
９
万
円

・
大
滝
財
産
区
管
理
会
会
計

　
　
　
　
　
　

１
２
６
万
円

・
霊
仙
財
産
区
管
理
会
会
計

　
　
　
　
　
　
　

１
７
万
円

・
び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団
地

　

公
共
緑
地
維
持
管
理
会
計　

　
　
　
　
　
　

４
９
８
万
円

・
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　

４
億
９
６
５
６
万
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
　
　
　
　

５
８
３
６
万
円

◎
水
道
事
業
会
計

　
　
　

３
億
３
２
５
１
万
円

◎
一
般
会
計

　
　

１
億
２
１
８
０
万
円 

増

 

・
繰
越
明
許
費　
　
　

７
件

 

・
地
方
債
補
正　
　
　

４
件

◎
特
別
会
計

 

・
国
民
健
康
保
険

　
　

 　
　

 

１
２
５
万
円 

増

 

・
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　

  

３
０
０
万
円 

増

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　

  

３
５
5
万
円 

増

◎
水
道
事
業
会
計

　
　
　

  

３
５
８
３
万
円 

減

◎
都
市
公
園
条
例

◎
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築

　

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

◎
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

　

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例

◎
職
員
の
育
児
等
に
関
す
る

　

条
例

◎
手
数
料
条
例

◎
個
人
情
報
保
護
条
例

◎
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

　

税
に
関
す
る
条
例

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例

◎
国
民
健
康
保
険
条
例

◎
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

　

る
条
例

◎
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経

　

費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

　

条
例

◎
介
護
保
険
条
例

◎
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

　

事
業
の
人
員
お
よ
び
運
営

　

な
ら
び
に
指
定
介
護
予
防

　

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

　

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

　

の
方
法
に
関
す
る
基
準
等

　

を
定
め
る
条
例

◎
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

　

ス
事
業
の
人
員
、設
備
お

　

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

等
を
定
め
る
条
例

◎
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

　

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

　

員
、
設
備
お
よ
び
運
営
な

　

ら
び
に
指
定
地
域
密
着
型

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

　

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

　

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

　

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

　

例
◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
人
員
お
よ
び
運
営
に
関

　

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◎
多
賀
町
立
児
童
福
祉
施
設

　

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

◎
行
政
手
続
き
等
に
お
け
る

　

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

　

に
関
す
る
条
例

◎
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

　

事
業
の
人
員
お
よ
び
運
営

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例

◎
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ

　

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

　

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　

廃
止
の
条
例

 

・
起
立
少
数
に
よ
り
否
決

◎
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
の

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

　

き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

　

つ
い
て

　

大
滝
山
林
組
合
を
指
定
管

　

理
者
に
選
定
す
る
。

　
（
引
き
続
き
今
後
３
カ
年
）

　　
　

岸　
　

秀
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
多
賀
）

◎
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促

　

進
等
を
求
め
る
意
見
書

３
月
定
例
議
会

３
月
定
例
議
会

〜

 3
　6

 3
　27

新
年
度
予
算
を

　

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

新
た
な
条
例
を

　
　
　
　

可
決
し
ま
し
た

条
例
の
廃
止
を

　
　
　
　

否
決
し
ま
し
た

施
設
の
管
理
者
に

　
　
　

指
定
さ
れ
ま
し
た

公
平
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
同
意
し
ま
し
た

意
見
書
を
提
出
し
ま
す

補
正
予
算
を

　

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

条
例
の
一
部
改
正
を

　
　
　
　

可
決
し
ま
し
た

税
務
住
民
課

企
画
課

新
中
央
公
民
館
の

建
設
基
金
の
状
況
は

土
地
評
価
替
え（
地
目
判
定
）

の
遅
れ
た
原
因
は

保
育
所
費
の
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

減
額
は

産
業
環
境
課

教
育
委
員
会

地
域
整
備
課

林
道
御
池
線
が
入
札

不
調
に
な
っ
た
経
過
は

地域で活動する隊員地域で活動する隊員

大杉のみなさんと大杉のみなさんと

町道富之尾四手線町道富之尾四手線

答 問

答 問

答

答

答答

答答

問



◎（
仮
称
）多
賀
町
中
央
公
民

　

館
建
築
工
事

・・
応
募
業
者
６
社
に
よ
る
条

　

件
付
き
一
般
競
争
入
札

請
負
業
者

　

彦
根
市
外
町
８
９
番
地

　
（
株
）桑
原
組
彦
根
支
店

請
負
額

　
　
　

９
億
９
３
６
0
万
円

工
期

　

Ｈ
30
年
12
月
28
日
完
了

　

予
定

◎
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀

　

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置

　

L
E
D
照
明
器
具
更
新
工

　

事
の
変
更

・
環
境
省
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
に

　

よ
る
方
針
転
換
の
た
め

請
負
業
者

　

 

（
株
）
ノ
セ
ヨ

変
更
請
負
金
額

　

６
６
５
万
円
減
額

　
　
（
１
億
1
2
3
６
万
円
）

◎
Ｈ
29
年
度
一
般
会
計

・
昨
年
の
台
風
21
号
被
災
地
、

　

町
道
入
谷
線
、
町
道
小
森

　

線
、
原
田
川
（
敏
満
寺
）

　

の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

　

て
、
速
や
か
に
着
手
す
る
。

補
正
額

　
　
　
　
　

2
1
8
６
万
円入谷地先入谷地先入谷地先

新成人のつどい新成人のつどい新成人のつどい 起工式起工式起工式

多賀の農業・農山村を考えるつどい多賀の農業・農山村を考えるつどい多賀の農業・農山村を考えるつどい

小森池線小森池線小森池線

10議会広報 たが　２０１８年５月11 議会広報 たが　２０１８年５月

臨

時

議

会

開かれた
　　 議会をめざして
開かれた
　　 議会をめざして
開かれた
　　 議会をめざして
開かれた
　　 議会をめざして

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

議
長
選
挙
に
よ
る
所
信

　
　
　
　
　

表
明
演
説
は

・
議
長
立
候
補
者
が
２
人
以

　

上
の
時
に
行
う
と
し
て
い

　

た
が
、
１
人
で
あ
っ
て
も

　

全
員
協
議
会
の
場
に
お
い

　

て
行
う
。

　

休
日
議
会
・
夜
間
議
会

　
　
　
　
　
　

の
実
施
は

・
現
状
維
持
と
し
、
今
後
の

　

住
民
ニ
ー
ズ
等
に
よ
り
再

　

検
討
課
題
と
す
る
。

　

委
員
会
の
あ
り
方
は

・
自
由
な
意
見
を
交
わ
す
場

　

で
あ
る
こ
と
を
議
員
が
再

　

認
識
し
、
活
発
な
意
見
を

　

交
わ
し
委
員
長
が
議
事
の

　

整
理
を
行
い
進
行
す
る
。

　

常
任
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　

委
員
数
は

・
現
状
維
持
と
す
る
。

　

勉
強
会
・
研
修
会
の

　
　
　
　
　
　
　

実
施
は

・
議
員
が
積
極
的
に
研
修
を

　

選
択
し
て
参
加
す
る
こ
と

　

と
す
る
。

　

議
員
の
申
し
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　

事
項
は

・
現
行
を
遵
守
す
る
。

　

そ
の
他
事
項

・
一
般
質
問
の
通
告
書
の
Ｐ

　

Ｄ
Ｆ
を
６
月
定
例
会
か
ら

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　

る
。

　

３
月
26
日
、
彦
根
市
内
で
、

Ｈ
29
年
度
滋
賀
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

竜
王
・
愛
荘
・
豊
郷
・
甲
良
・

多
賀
各
町
議
会
広
報
誌
が

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

前
回
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
よ
り
、
申
し
送
り
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
審
査
・
調
査
し
た

請
負
契
約
を

　
　
　
　

締
結
し
ま
し
た

請
負
契
約
の
変
更
を

　
　
　
　

締
結
し
ま
し
た

補
正
予
算
を

　

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

多
賀
町
議
会
広
報
誌
の

　
　
　
　
　
　
　

評
価
は

今
後
の
広
報
誌
は

広
報
常
任
委
員
会

議
会
広
報
誌
研
修

臨
時
議
会
／
町
政
報
告

委
員
会
報
告

【
目
的
は
、議
事
の
公
開
な

ど
議
会
活
動
を
通
じ
て
、

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

住
民
、
地
域
の
課
題
を

共
有
し
、
行
政
の
仕
事
ぶ

り
を
判
断
材
料
と
し
て
提

供
し
ま
す
。

　

結
果
的
に
住
民
の
自
治

意
識
向
上
に
、
貢
献
し
て

い
く
も
の
と
な
り
ま
す
】クリニッククリニック

広報誌向上に向けて広報誌向上に向けて

クリニック研修の様子クリニック研修の様子

わかりやすい広報誌をわかりやすい広報誌を

室内イメージ室内イメージ

蓄電池設備蓄電池設備

災害復旧に向けて災害復旧に向けて

新中央公民館新中央公民館

あけぼのパークあけぼのパーク

  1
　26

  2
　16

  3
　26

企
画
課

企
画
課

福
祉
保
健
課

福
祉
保
健
課

税
務
住
民
課

税
務
住
民
課

産
業
環
境
課

産
業
環
境
課

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

・
新
中
央
公
民
館
建
設
事
業

は
、
１
月
19
日
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
、
２
月
26
日
起

工
式
を
挙
行
し
12
月
末
完
成

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

の
大
改
革
と
な
り
ま
す
。

　

標
準
保
険
料
率
を
基
に
、

税
率
が
決
ま
り
、
保
険
税
が

増
額
と
な
り
ま
す
。

・「
第
７
期
多
賀
町
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
」
は
、
３
月
末
完
了

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
健
康
増
進
事
業
は
、
わ
が

町
自
慢
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
に
、
案
内
板
を
設
置
し
て

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

・「
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
更
新
工

事
」
は
、
蓄
電
池
設
置
が
３

月
15
日
に
完
了
し
ま
す
。

・
第
29
回
「
多
賀
の
農
業
・

農
山
村
を
考
え
る
つ
ど
い
」は
、

２
月
18
日
に
１
４
０
人
を
超

え
る
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛

況
に
開
催
し
ま
し
た
。

 　

表
彰
・
講
演
の
ほ
か
、
町

産
農
産
物
の
加
工
食
品
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

・
大
滝
神
社
の
小
石
丸
伝
説

に
あ
や
か
り
、
月
１
回
の
犬

の
ご
祈
祷
に
大
き
な
反
響
が

あ
り
ま
す
。

　

教
育
総
務
課

・    「
大
滝
た
き
の
み
や
こ
ど
も

園
」
が
開
園
し
ま
す
。

「
大
滝
幼
稚
園
」
は
閉
園
と

な
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課

・
新
中
央
公
民
館
の
愛
称
は
、

２
３
６
通
の
応
募
か
ら
6
作

品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

・    

「
Ｈ
30
年
新
成
人
の
集
い
」

は
、
68
人
の
出
席
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
報
告

町
政
報
告

　
・
表
紙
は
文
字
情
報
が
鮮
明

で
、
安
定
感
あ
る
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
。

・
歳
入
出
の
決
算
円
グ
ラ
フ

は
、
対
比
が
見
や
す
い
反
面
、

色
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

・
子
ど
も
議
会
で
は
、
見
出

し
な
ど
見
や
す
い
が
、
罫
線

の
使
い
方
に
注
意
を
要
す
る
。

・
一
般
質
問
で
は
、
難
し
い

語
句
も
な
く
、
見
や
す
い
表

現
と
な
っ
て
い
る
。

・
総
合
評
価
と
し
て
、
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
、
て
い
ね

い
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

読
む
気
を
誘
う
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
と
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

・
本
町
は
基
本
18
ペ
ー
ジ
で
、

年
１
回
20
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。

・
色
数
は
、
表
紙
・
裏
面
が

カ
ラ
ー
で
、
そ
の
他
は
２
色

刷
り
で
す
。

・
本
町
で
は
、
議
員
が
企
画

か
ら
編
集
ま
で
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
住
民
目
線
に
あ
っ
た
、
わ

か
り
や
す
い
記
事
を
目
指
し

ま
す
。



3月定例議会

◎盟約提携都市との民間交流促進は

◎公職者モラル低下への対応は

◎学校トイレの洋式化改修は

◎国民健康保険は

◎公共施設の維持管理は

〇子どものインフルエンザ予防接種補助は

◎中心市街地活性化は(歴史文化基本構想)

◎公共施設等総合管理計画は

◎平成30年度予算は

◎新興団地の自治活動に支援を

〇保険税の増額で行政サービスに変化は

◎大滝里づくりプロジェクトは

◎町防災行政無線は

◎降雪・積雪時の交通安全確保を

を
問
う

町
政
を
問
う

１4■ 木下茂樹

１4■ 山口久男 が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

88
質 問 事 項 ページ

１5■ 尾谷忠之

１5■ 松居　亘

１6■ 川添武史

１6■ 川岸真喜

１7■ 森　令三

１7■ 北川久二 一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

町
政
を
問
う

 

（※〇印は、掲載しておりません。）
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新
体
制
紹
介

新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

開かれた議会へ
　課題解決に待ったなし
　　人口減少、少子高齢化

開かれた議会へ
　課題解決に待ったなし
　　人口減少、少子高齢化

開かれた議会へ
　課題解決に待ったなし
　　人口減少、少子高齢化

開かれた議会へ
　課題解決に待ったなし
　　人口減少、少子高齢化

富永  勉富永  勉富永  勉
議長議長議長

竹内  薫竹内  薫竹内  薫
副議長副議長副議長

役
職
を
紹
介
し
ま
す

役
職
を
紹
介
し
ま
す
◎
…
委
員
長

○
…
副
委
員
長

総
務
常
任
委
員
会

◎
北
川　

久
二

○
松
居　

亘

　

川
添　

武
史

　

富
永　

勉

　

菅
森　

照
雄

　

尾
谷　

忠
之

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
川
岸　

真
喜

○
大
橋　

富
造

　

山
口　

久
男

　

竹
内　

薫

　

森　
　

令
三

　

木
下　

茂
樹

広
報
常
任
委
員
会

◎
木
下　

茂
樹

○
森　
　

令
三

　

北
川　

久
二

　

川
岸　

真
喜

　

松
居　

亘

◎
山
口　

久
男

○
川
添　

武
史

　

北
川　

久
二

　

川
岸　

真
喜

　

木
下　

茂
樹

　

こ
の
た
び
議
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
、
超
高
齢
化

社
会
の
波
が
ま
さ
に
多
賀

町
へ
打
ち
寄
せ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
多
賀
町
の
「
創
生
」

の
た
め
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
政
策
提
言
を
積
極

的
に
行
い
「
住
み
続
け
た

い
ま
ち
」「
住
ん
で
良
か
っ

た
ま
ち
」
と
町
民
の
皆
様

か
ら
思
っ
て
い
た
だ
け
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
議
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

多
賀
町
の

　
　
　
「
創
生
」
の
た
め富永　勉

議長

　

こ
の
た
び
副
議
長
と
い

う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
住
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
、
議
会
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　

本
町
も
人
口
減
少
、
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
問
題
解
決
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

議
長
を
補
佐
し
、
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
行
政
と
議
論
を

か
わ
し
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

　

を
目
指
し
て

竹内　薫
副議長

議
長
あ
い
さ
つ

副
議
長
あ
い
さ
つ

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合

一
部
事
務
組
合

監
査
委
員

監
査
委
員

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革

◎
竹
内　

薫

○
菅
森　

照
雄

　
（
ほ
か
議
長
を
除
く
全
議
員
）

彦
根
市
犬
上
郡
営
林
組
合

　

山
口　

久
男

　

北
川　

久
二

　

川
岸　

真
喜

　

木
下　

茂
樹

　

尾
谷　

忠
之

彦
根
愛
知
犬
上

　
　
　

広
域
行
政
組
合

　

富
永　

勉

　

木
下　

茂
樹

湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合

　

富
永　

勉

　

竹
内　

薫

　

大
橋　

富
造

そ
う
せ
い
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Ｓ
59
年
に
鹿
児
島
県
旧

伊
集
院
町
と
兄
弟
都
市
盟
約
、

Ｈ
29
年
に
鳥
取
県
三
朝
町
と

友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
た

が
、
行
政
間
の
交
流
は
あ
る

が
民
間
交
流
は
進
展
し
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
。

①
相
互
の
交
流
に
企
画
と
補

助
は
可
能
か

②
踏
破
隊
・
万
灯
祭
・
ふ
る

さ
と
楽
市
以
外
の
来
町
要
請

は③
妙
円
寺
詣
り
・
温
泉
入
湯

な
ど
観
光
訪
問
促
進
策
は

総
務
課
長

　
　

①
町
独
自
の
企
画
や
補

助
制
度
の
創
設
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

②
旧
伊
集
院
（
日
置
市
）
は
、

友
好
都
市
交
流
事
業
で
昨
年

10
月
に
28
名
が
来
町
さ
れ
、

今
後
交
流
の
あ
り
方
の
一
案

に
成
り
え
る
。

③
具
体
的
プ
ラ
ン
に
至
っ
て

い
な
い
が
、
三
朝
町
商
工
会

が
１
月
に
来
町
さ
れ
、
今
後
、

観
光
協
会
・
商
工
会
な
ど

様
々
な
交
流
が
検
討
・
協
議

さ
れ
る
事
を
期
待
す
る
。

　
　

①
職
員
規
律
の
啓
発
は

②
職
員
の
不
祥
事
へ
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

③
不
祥
事
発
生
の
責
任
と
損

害
発
生
時
の
対
応
は

総
務
課
長

　
　

①
毎
月
開
催
の
課
長
会

議
に
、
総
務
課
長
名
で
「
綱

紀
粛
正
及
び
服
務
規
律
」
で

信
用
の
失
墜
の
な
い
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

②
人
権
研
修
・
専
門
研
修
の

受
講
を
推
進
し
て
い
る
。

③
管
理
監
督
責
任
者
に
も
処

分
が
及
ぶ
「
多
賀
町
職
員
の

懲
戒
処
分
に
関
す
る
指
針
」

を
定
め
て
い
る
。

　
　

①
学
校
の
ト
イ
レ
の
現

状
は

②
洋
式
化
の
整
備
改
修
計
画

は
ど
う
か

教
育
次
長

　
　

①
洋
式
率
は
多
賀
中
26

％
・
大
滝
小
39
％
・
多
賀
小

38
％
で
あ
る
。

②
建
物
長
寿
命
化
計
画
・
改

修
工
事
で
実
施
し
た
い
。

　
　

①
国
保
税
率
改
定
で
加

入
者
へ
の
影
響
は

②
多
子
世
帯
の
税
負
担
に
対

し
、
子
ど
も
の
均
等
割
り
減

免
対
応
は

③
値
上
げ
抑
制
の
た
め
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

税
務
住
民
課
長

　
　

①
負
担
増
に
な
る
が
県

の
標
準
保
険
料
率
に
近
づ
け

な
が
ら
、
全
体
の
上
昇
率
を

抑
制
し
て
い
く
。

②
税
の
公
平
さ
・
福
祉
医
療

費
助
成
事
業
等
も
考
慮
し
、

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

③
保
険
税
の
激
変
緩
和
措
置

の
た
め
繰
り
入
れ
す
る
が
、

段
階
的
に
減
ら
し
て
い
き
た

い
。

　
　

　
　

①
施
設
の
老
朽
化
状
況

は②
必
要
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
は

総
務
課
長

　
　

①
全
67
施
設
で
築
31
年

以
上
は
全
床
面
積
の
約
半
数

を
占
め
る
。

②
個
別
計
画
を
策
定
し
事
業

化
し
て
い
く
。

　
　

①
こ
の
構
想
は
上
位
計

画
と
連
携
・
整
合
性
は
取
れ

て
い
る
か

②
中
心
市
街
地
の
産
業
・
観

光
振
興
は

③
伝
統
建
造
物
群
の
保
存
・

活
用
は

④「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」

に
よ
る
町
づ
く
り
は

生
涯
学
習
課
長

　
　

①
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
も

視
野
に
入
れ
策
定
し
た
。

②
産
業
や
観
光
振
興
も
含
め

た
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域

と
し
て
設
定
し
推
進
す
る
。

③
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
、
町
独
自
の
景
観
形

成
協
定
も
検
討
す
る
。

④
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定

が
完
了
し
、
今
後
、
保
存
活

用
計
画
策
定
し
歴
史
ま
ち
づ

く
り
法
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

①
絵
馬
通
り
整
備
事
業

の
評
価
と
今
後
の
計
画
は

②
絵
馬
通
り
の
現
在
ま
で
の

改
修
費
用
と
今
後
の
工
事
概

算
予
定
額
は

生
涯
学
習
課
長

　
　

①
通
学
路
の
安
全
対
策

と
し
て
事
業
実
施
。
通
行
調

査
は
、
工
事
途
中
に
つ
き
実

施
し
て
い
な
い
が
、
車
の
速

度
低
下
や
歩
行
者
の
増
加
な

ど
一
定
の
効
果
は
上
げ
て
い

る
。
新
年
度
よ
り
、
駅
前
に

向
か
っ
て
工
事
着
手
予
定
。

②
現
在
ま
で
の
総
工
事
費
３

億
３
６
５
４
万
円
余
り
、
今

後
の
総
事
業
費
は
１
億
６
４

０
０
万
円
を
予
定
。

　
　
①
施
設
保
有
量
を
今
後

30
年
で
10
〜
15
％
縮
減
に
努

め
る
と
あ
る
が
、
そ
の
根
拠

と
方
法
は

②
個
別
施
設
計
画
と
長
寿
命

化
計
画
の
取
り
組
み
は

③
庁
内
横
断
的
な
体
制
の
構

築
と
は
具
体
的
に
ど
う
取
り

組
む
の
か

④
点
検
や
修
繕
を
図
る
予
防

保
全
の
取
り
組
み
は

総
務
課
長

　
　

①
い
く
つ
か
の
試
算
を

し
、
現
実
的
で
可
能
性
の
高

い
目
標
値
を
設
定
。
地
域
の

皆
様
や
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
削
減
対
策
す
る
。

②
施
設
累
計
ご
と
に
所
管
に

て
計
画
的
に
策
定
し
て
い
く

③
総
括
部
は
総
務
課
に
て
、

企
画
調
整
会
議
の
活
用
・
年

二
回
の
町
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

て
協
議
し
、
情
報
を
一
元
的

に
管
理
・
共
有
、
活
用
す
る
。

④
施
設
ご
と
に
日
常
点
検
を

実
施
。
消
防
施
設
点
検
や
特

定
建
築
物
定
期
調
査
の
デ
ー

タ
ー
を
蓄
積
、
管
理
に
活
用

し
予
防
保
全
す
る
。

　
　  「
イ
ン
フ
ラ
資
産
」
今
後

の
整
備
計
画
は

地
域
整
備
課
長

　
　

橋
梁
に
つ
い
て
は
５
年

ご
と
の
点
検
を
実
施
し
長
寿

命
化
計
画
を
立
て
、
補
修
事

業
を
進
め
る
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
水

源
系
統
ご
と
に
長
寿
命
化
・

施
設
整
備
を
進
め
る
。

　

下
水
道
事
業
は
管
路
施
設

の
改
修
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

農
集
下
水
道
は
維
持
管
理

計
画
書
を
策
定
し
施
設
整
備

を
進
め
る
。

木 下  茂 樹

山 口  久 男

質問１

学校トイレの洋式化改修は

計画を策定し順次実施
ー教育次長ー

問問

問問

問

問問

問問

答

答答 答

答答

答 答

答

民間交流の促進を民間交流の促進を民間交流の促進を

ふるさと楽市ブースふるさと楽市ブースふるさと楽市ブース

多賀小学校多賀小学校

快適なトイレへ快適なトイレへ快適なトイレへ

老朽化対策は老朽化対策は老朽化対策は

勤労者体育センター勤労者体育センター勤労者体育センター

質問１

公共施設等総合管理計画は

  基金を創設し計画的に整備する
ー総務課長・地域整備課長ー

質問１

ー総務課長ー

盟約提携都市との民間交流促進は

   今後の交流に期待する

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

尾 谷  忠 之

松 居 　 亘

質問１

中心市街地活性化は(歴史文化基本構想 )

  歴史文化保存活用区域に設定
ー生涯学習課長ー

公
職
者
モ
ラ
ル

低
下
へ
の
対
応
は

質
問
２

国
民
健
康
保
険
は

質
問
２

公
共
施
設
の

　
　

維
持
管
理
は

質
問
３

歴史文化基本構想歴史文化基本構想歴史文化基本構想歴史文化基本構想

中心市街地の活性化を中心市街地の活性化を中心市街地の活性化を中心市街地の活性化を

絵馬通り絵馬通り絵馬通り絵馬通り
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Ｈ
29
年
度
決
算
予
想
は
、

約
54
億
円
を
超
え
る
。

　

30
年
度
予
算
48
億
６
３
０

０
万
円
と
約
５
億
４
０
０
０

万
円
と
約
１
割
減
の
予
算
と

な
っ
て
い
る
。

①
町
民
の
安
心
・
安
全
は
確

保
で
き
る
の
か

②
補
助
金
、
交
付
金
の
見
直

し
も
考
え
る
の
か

町
長

　
　

①
過
去
10
年
間
で
29
年

度
に
次
い
で
の
予
算
規
模
で

あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
し
っ
か
り
と
住
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
た
い
。

②
ま
ち
づ
く
り
支
援
交
付
金

は
、
続
け
る
。
補
助
金
は
、

経
費
の
負
担
の
あ
り
方
な
ど

自
主
性
、
自
立
性
の
高
い
事

業
な
ど
精
査
、
行
財
政
運
営

を
進
め
て
い
く
。

　
　

保
育
園
費
、
認
定
子
ど

も
園
費
、Ｈ
29
年
度
予
算
に

比
べ
て
低
い
予
算
に
な
っ
て

い
る
。

　

子
ど
も
園
の
園
庭
整
備
に

約
２
５
０
０
万
円
の
多
額
の

費
用
を
か
け
て
「
森
の
子
ど

も
園
」と
し
て
、芝
、水
辺
、山
、

樹
木
な
ど
整
備
さ
れ
る
が
、

対
応
で
き
る
保
育
士
な
ど
の

教
育
も
必
要
と
思
う
が
対
策

は教
育
総
務
課
長

　
　

自
然
を
生
か
し
た
保
育

園
、
自
然
を
親
し
む
園
児
の

環
境
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
開
園
す
る
。

　

保
育
士
の
研
修
は
、
既
に

運
営
さ
れ
て
い
る
瀬
田
か
ら

講
師
を
呼
び
研
修
し
て
い
る
。

　

目
的
に
あ
っ
た
教
育
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　

新
た
に
団
地
が
で
き
、

自
治
会
組
織
が
必
要
と
な
る

が
、
会
館
も
な
く
個
人
宅
で

役
員
会
を
開
く
な
ど
、
負
担

も
多
い
。
町
の
支
援
を
。

①
自
治
会
の
設
立
要
件
は

ま
た
、
新
規
転
入
世
帯
の
加

入
状
況
は

②
既
存
自
治
会
に
は
行
事
な

ど
に
補
助
が
あ
り
募
金
な
ど

の
支
出
も
あ
る
。
新
自
治
会

に
対
し
て
、
町
の
関
わ
り
は

総
務
課
長

　
　

①
特
に
要
件
は
な
い
。

新
規
転
入
世
帯
の
加
入
状
況

は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
新
自
治
会
に
対
し
て
も
既

存
自
治
会
と
同
様
で
あ
る
。

　
　

③
団
地
内
で
の
自
治
会

館
用
地
の
有
無
は
。
自
治
会

館
建
設
時
の
補
助
は

④
今
後
設
立
さ
れ
る
自
治
会

へ
は
、
防
災
・
教
育
な
ど
行

政
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、

有
線
放
送
が
有
効
と
思
う
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は

企
画
課
長

　
　

③
開
発
時
点
で
用
地
の

確
保
は
さ
れ
て
い
る
。

建
設
補
助
金
は
、
建
設
費
の

12
分
の
７
。
９
０
０
万
円
を

限
度
に
補
助
す
る
。

④
開
発
申
請
時
に
、
町
か
ら

の
開
発
要
件
と
し
て
、
有
線

放
送
よ
り
加
入
促
進
を
行
っ

て
頂
く
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か

ら
２
年
が
経
過
し
た
。

活
性
化
の
重
要
項
目
と
し
て

「
空
き
家
対
策
」
が
あ
る
。

①
29
年
3
月
現
在
、
大
滝
14

集
落
に
１
５
３
戸
の
空
き
家

が
あ
る
。
２
年
間
の
活
動
実

績
と
評
価
は

②
川
相
の
「
お
た
め
し
住
宅
」

に
４
人
家
族
が
入
居
さ
れ
た

が
、
定
住
で
は
な
い
。

　

定
住
す
る
に
は
、
土
地
と

住
宅
の
確
保
が
必
要
と
思
う

が
今
後
の
考
え
は

③
昨
年
12
月
、
岐
阜
県
恵
那

市
奥
矢
作
へ
先
進
地
視
察
に

行
か
れ
た
。
こ
の
研
修
で
得

た
事
を
、
今
後
の
活
性
化
に

ど
の
よ
う
に
繫
げ
る
の
か

企
画
課
長

　
　

①
昨
年
３
月
に
滋
賀
県

宅
建
協
会
と
町
が
協
定
を
締

結
し
、
空
き
家
だ
け
で
な
く

空
地
も
対
象
に
制
度
改
正
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
会
議
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
空
き
家
を
購
入
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
て
い
る
。

②
お
た
め
し
住
宅
は
、
原
則

１
年
間
と
決
め
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
運
用
を
図
り

た
い
。
住
宅
や
土
地
の
確
保

に
大
き
な
課
題
が
あ
る
が
、

地
域
と
共
に
、
情
報
バ
ン
ク

の
登
録
拡
大
を
図
り
た
い
。

③
住
民
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立

ち
上
げ
、
住
民
主
体
で
人
口

増
加
の
た
め
、
行
政
と
地
域

が
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
人

口
減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
た
。

　

大
滝
地
域
の
活
性
化
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
る
の
か
、
地
域
の
方
々
と

考
え
る
た
め
、
組
織
の
拡
大
・

充
実
を
図
り
、
連
携
・
協
力

体
制
を
構
築
し
進
め
た
い
。

　
　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問

題
や
緊
急
時
の
行
政
防
災
無

線
に
つ
い
て

①
夜
間
の
緊
急
時
に
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
J
ア
ラ
ー
ト
は

大
丈
夫
か

②
有
線
加
入
者
が
減
る
中
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て

い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
不
都
合

や
有
線
へ
の
加
入
率
は

③
山
間
地
が
多
く
、
電
波
状

況
や
機
器
の
定
期
点
検
は

④
有
線
加
入
者
以
外
へ
の
情

報
提
供
は

総
務
課
長

　
　

①
専
門
業
者
と
委
託
契

約
を
結
び
、
万
全
な
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

②
毎
月
点
検
を
し
、
不
都
合

は
な
い
。
加
入
率
は
、
68
％

で
あ
る
。

③
無
線
の
入
り
に
く
い
地
域

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

機
器
は
、
免
許
更
新
時
に
点

検
し
て
い
る
。

町
長

　
　

④
メ
ー
ル
配
信
や
衛
星

電
話
、
広
報
車
に
て
伝
達
。

　
　
降
雪
・
積
雪
に
よ
る
事

故
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。

　

安
全
に
通
行
出
来
る
よ
う

に
、
路
肩
部
に
ス
ノ
ー
ポ
ー

ル
の
設
置
が
必
要
で
あ
る

地
域
整
備
課
長

　
　

効
果
は
あ
る
と
思
う
が
、

除
雪
の
関
係
で
ス
ノ
ー
ポ
ー

ル
が
障
害
に
な
る
場
合
が
あ

り
、
一
長
一
短
で
あ
る
。

　

積
極
的
に
整
備
す
る
計
画

は
な
い
が
、
危
険
個
所
や
道

路
明
示
が
必
要
な
箇
所
に
は
、

設
置
を
検
討
し
た
い
。

川 添  武 史

川 岸  真 喜

質問１

新興団地の自治活動に支援を

　自治会館建設に900万円を限度に補助
ー企画課長ー

問

問

問

問問

問

答答

答問答

答答

答

答

積雪時の安全確保を積雪時の安全確保を積雪時の安全確保を

スノーポール（上水谷地先）スノーポール（上水谷地先）スノーポール（上水谷地先） 神田団地神田団地神田団地
じん でんじん でんじん でん

自治活動に支援を自治活動に支援を自治活動に支援を

質問１

町防災行政無線は

  万全な管理を行う
ー総務課長ー

質問１

ー町長ー

新年度予算  町民の安心・安全は

　限られた予算で確保する

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

森 　 令 三

北 川  久 二

質問１

大滝里づくりプロジェクトは

  地域と共に活性化を進める
ー企画課長ー

降
雪
・
積
雪
時
の

交
通
安
全
確
保
を

質
問
２

空き家の活用を空き家の活用を空き家の活用を

おためし住宅「みら家」おためし住宅「みら家」おためし住宅「みら家」
いえいえいえ

安心・安全の園庭整備を安心・安全の園庭整備を安心・安全の園庭整備を

大滝たきのみやこども園大滝たきのみやこども園大滝たきのみやこども園
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２
０
１
５
年
〜
２
０
１
７

年
３
月
ま
で
は
、
水
谷
地
区

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。

　

水
谷
地
区
の
地
域
貢
献
活

動
と
任
期
終
了
後
も
多
賀
町

に
暮
ら
せ
る
た
め
の
定
住
活

動
を
行
う
中
で
、
地
元
産
の

そ
ば
粉
を
使
っ
た
手
打
ち
そ

ば
屋
の
開
業
を
目
標
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

や
「
も
ん
ぜ
ん
亭
」
で
の
月

１
回
の
そ
ば
屋
営
業
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
４
月
絵
馬
通
り
に

手
打
ち
多
賀
そ
ば
の
店
「
石

栗
庵
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

私
が
多
賀
町
に
来
た
の
は
、

２
０
１
４
年
の
４
月
で
、
早

い
も
の
で
今
年
で
丸
４
年
が

経
ち
ま
し
た
。「
田
舎
で
夫

婦
で
飲
食
店
を
経
営
」
が
私

の
夢
で
あ
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
た
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
」
に
参
加
し
た
の
が
多

賀
町
に
来
る
き
っ
か
け
で
し

た
。
最
初
は
１
年
間
だ
け
の

地
域
貢
献
活
動
で
し
た
が
、

縁
あ
っ
て
２
年
目
も
多
賀
町

で
活
動
で
き
る
事
に
な
り
ま

し
た
。 地

域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら 

そ
ば
屋
開
業

第５回

原稿募集！！

あ
な
た
の
ま
わ
り
の

　

自
慢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】
多
賀
町
に
在
住
・

　
　
　
　
　
　
　
　

在
勤
の
方
。

【
応
募
方
法
】
２
０
０
字
程
度

【
募
集
期
間
】
平
成
30
年

　
　
　
　
　

７
月
６
日（
金
）

◎
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
町
も
、
入
園
・
入
学
・

入
庁
と
新
た
な
門
出
を
迎
え

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
も
所
属
委
員
会
が
変

わ
り
、
新
た
な
委
員
会
で
皆

様
の
付
託
に
応
え
る
活
動
に
、

一
層
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
も
、
新

た
な
議
員
が
加
わ
り
、
議
会

活
動
を
皆
様
に
わ
か
り
易
く
、

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

広
報
誌
を
目
指
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
活
動
に
正
確
な
情
報

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
長　

木
下
茂
樹

議会を傍聴して

みませんか？

議会を傍聴して

みませんか？

議会を傍聴して

みませんか？

議会を傍聴して

みませんか？

６月 定例会の

日程予定

６月 定例会の

日程予定

６月 定例会の

日程予定

※日程は変更になる場合があります。

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　　　　(有線)２－２０１１

本会議が傍聴できます。会　期

6月 6日

6月22日

  　(17日間)

～

6日(水） 9：30～
　　議案審議

7日(木） 9：30～
　　一般質問

22日(金）13：30～
　　議案審議

山頂で撮影(高室山)

　

２
０
１
７
年
４
月
２
日
に
、

絵
馬
通
り
の
店
舗
を
お
借
り

し
て
「
石
栗
庵
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

二
八
そ
ば
、
十
割
そ
ば
に

季
節
の
天
ぷ
ら
や
炊
き
込
み

ご
飯
の
セ
ッ
ト
が
メ
ニ
ュ
ー

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
４
月
か
ら

は
土
曜
日
の
夜
も
営
業
し
ま

す
。

　

ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
一
度
、

石
栗
庵
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
本
当
に
多
賀
町

の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
お
陰
様
で

今
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
所
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
多

賀
そ
ば
で
多
賀
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

き
っ
か
け
は
町
お
こ
し

栗
栖
か
ら
水
谷
へ

現　

在

石栗庵石栗庵

手
打
ち
多
賀
そ
ば
の
店

　
　
「
石
栗
庵
」　

　
　
　

店
主　

石
栗　

義
男

セットメニューセットメニュー

多賀そば多賀そば
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